
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価
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中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●児童生徒一人一人のニーズに応じた指導・支援
による確かな学力の定着

●「子どもに応じた適切な授業が行われている」と回答
した保護者の平均が3.2以上
●「個別の指導計画において、保護者に分かりやすい
学習評価に努めた」と回答した教職員の平均が3.1以上

・自立活動では、個々の児童生徒の活動場面を設定し、確実
に指導を行う。
・評価内容を学年で検討したり、担任間で読みあったりして、
学校での学びの様子がわかる評価になるように工夫する。 B

・「子どものつまずきや困難に応じた適切な指導や方法で授業が行われてい
る」と回答した保護者の平均値は3.6。「3観点による学習評価に取り組み、学
年や担任間で読み合わせや検討を行った」と回答した職員の平均が2.9。
・後期は、観点別に評価を行う場面を共有し、その場での学びの様子を記録
する。また、児童生徒の活動の様子を具体的に示し、学びの様子が分かる
評価所見の作成を行うようにする。

B

・「子どものつまずきや困難に応じた適切な指導や方法で授業が行われて
いる」と回答した保護者の平均値は3.6。「3観点による学習評価に取り組
み、学年や担任間で読み合わせや検討を行った」と回答した職員の平均が
3.0と0.1ポイント改善した。
・１月に評価に関する研修を実施したことで、子どもの学びの様子が分かる
評価所見の作成に努めた。

B

・面談時その都度丁寧な説明があってとてもよい。
・先生の人数の少ない中、対応してご指導していただいていると思い
ます。
・個々の活動がわかりやすく評価されていることが良い。 （教務部）

○新学習指導要領に示されている各教科等の目
標や内容を踏まえた授業実践

○児童生徒にとって「わかる授業」「楽しい授業」が展開
されていると回答した保護者の平均が3.1以上
○新学習指導要領に対応した授業づくりをチームで行っ
たと回答した教職員の平均が3.1以上

・全学部、学年でチームを編成し、後期の観点を用いて算数・
数学の授業づくりを行う。
・学部別のミニ研修やリモート研修で、授業改善の視点や学
習評価についての理解を深める。
・年度末にポスター発表を実施し、学部内・他学部の取り組み
を学びながら、専門性の向上を図る。

B

・「お子様にとって「わかる授業」「楽しい授業」が展開されている」と回答した
保護者の平均値は3.4。「私は、学年職員と児童生徒の主体的な学びについ
て考え、授業づくりを行った」と回答した職員の平均値は3.0。
・後期は月1回の学部研究を中心に、全学部・学年で事前検討会を行い授業
実践をしていく。その際、どんな生徒の姿をもって目標が達成されたと判断す
るのか、「評価規準」を作成するようにする。

B

・「私は、学年職員と児童生徒の主体的な学びについて考え、授業づくりを
行った」と回答した職員の平均値は3.0で前期と同じ数値であり、目標の3.1
には届かなかった。「お子様にとって「わかる授業」「楽しい授業」が展開され
ていると答えた保護者の平均値は3.5で、前期よりも0.1ポイント増加した。
・次年度も引き続き「主体的・対話的で深い学びの視点をもった授業改善に
取り組み、評価規準の考え方や作成方法について共通理解を図れるように
する。

A

・勉強が楽しくなるように何でも好奇心をもてれば、前向きに学習もで
きると思う。
・皆、楽しそうに授業している様子が見える。
・楽しいと言うことが一番成長につながるので重視される。
・わかりやすい楽しい授業が工夫されていると思います。

（教育研究部）

◎児童生徒が夢や希望をもち、将来の自立と社会
参加に向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動

○「ニーズに応じた進路情報を提供している」と回答した
保護者の平均が3.1以上
○「社会参加に必要な力をつけるための教育に努めて
いる」と回答した教職員の平均が3.1以上

・学部別に保護者への進路講話や進路だよりなどの情報提供
のための資料の充実を図る。
・キャリアパスポートの活用状況を確認し、担当職員でフィード
バックする場を設ける。 B

・「お子様にとって、社会参加に必要な力をつけるための教育が行われてい
る」と回答した保護者の平均値は3.5。「私は、児童生徒及び保護者のニーズ
に応じた進路情報を提供し、社会参加に必要な力をつけるための教育に努
めた。」と回答した職員の平均値は2.9。
・後期は授業や進路だよりを通じて、社会生活に必要な力をつける教育につ
いて共通理解を深めるようにする。

B

・「お子様にとって、社会参加に必要な力をつけるための教育が行われてい
る」と回答した保護者の平均値は3.5で前回と同じであった。「私は、児童生
徒及び保護者のニーズに応じた進路情報を提供し、社会参加に必要な力を
つけるための教育に努めた。」と回答した職員の平均値は3.0で前回よりも
0.1ポイント増加したが、目標数値の3.1には届かなかった。
・引き続き授業や進路だよりを通じて、社会生活に必要な力をつける教育に
ついて共通理解を深めるようにする。

B

・進路パンフレットは事後の生活を見据え福祉制度など基本的な内容
が掲載され、わかりやすい内容になっている。本人や保護者が活用
し、適切な時間に福祉サービスなどを利用してほしい。
・将来を見据えたきめ細やかな指導がされていると思います。 （進路指導部）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者へ
の思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を身に付ける教育活動

●「心の教育活動や生命を尊重する活動など道徳性を
高める教育に取り組むことができた」と答えた教職員の
平均が3.1以上
●「図書を活用した学習活動を行った」と回答した教職
員の回答が3.2以上

・「図書教材」や「特別の教科　道徳」の教科書を参考に教材
を作成する。
・生活科や社会科の教科の指導で、ルールやマナーに関する
指導の充実を図る。 B

・「教材を作成し児童生徒の道徳性を高める指導に取り組んだ」と回答した職
員の平均値は3.0。
・後期は、年間指導計画に沿って計画的に資料作りを行い、学年会等で授業
計画や内容について共通理解を図り、確実に授業を実施する。 B

・「教材を作成し児童生徒の道徳性を高める指導に取り組んだ」と回答した
職員の平均値は3.0で前期と同じであった。
・資料を作成し、職員間で共通理解を図って計画的に授業を行ってきたが、
目標数値の3.2までの成果には至らなかった。 B

・道徳の学習は指導法が難しいと思うが、動画などを使って、とても分
かりやすく考えられていると思う。
・時代のニーズにあった教材を使用し、分かりやすくなっている。 （各学部）

●いじめの早期発見、早期対応体制の充実 ○「保護者と積極的に連絡を取り、いじめの早期発見や
未然防止に努めている」と回答した保護者の平均が3.2
以上
○「生徒観察や情報共有を丁寧に行い、いじめの覚知・
認知を積極的に行い、組織的に迅速に対応できている」
と回答した職員の平均が3.1以上

・いじめについての研修を年1回以上行い、職員の意識の向
上を図る。
・各種会議で生徒の情報交換を丁寧に行い、職員間で早期に
トラブルを防ぐ手立て等の共通理解を図る。 A

・「いじめの定義を理解し、早期の対応ができている」と回答した教職員の平
均が3.2。
・今年度のいじめ対応に係る校内研修は、ほぼすべての職員が受講した。
・後期は学部会や分掌部会等で根気強くいじめの定義の確認を行うととも
に、本校で起きたいじめ事例に関して、全体への情報提供を積極的に行う。 A

・「いじめの早期発見につながるように教師は家庭と連携を取り、早めの対
応をしている」と回答した保護者の平均値は前回と変わらず3.5ポイントで
あったが、「早めの報告と解決する手立てを積極的に取った」と回答した職
員は前回より0.1ポイント増加した。ともに最初の数値目標は達成している。
・いじめの定義の定着といじめの早期発見、解決に向けて、今後もこの取り
組みを継続して行っていきたい。

A

・相手の子どもを思いやる気持ちで、いじめ防止に少しでも役に立て
ばよいと思います。
・いじめの定義が変だと思います。客観的な視点はどこにあるのかわ
からない。
・ハラスメントもいじめに近い考えなので、先生方にも学ぶ機会が増え
ると良いと思う。

（生活指導部）

●健康・体つくり

❷「望ましい生活習慣の形成」
感染症拡大防止に係る取り組みの充実

●家庭と連携して、新型コロナウイルス感染症等の感染
症予防に努めたと回答した教職員の平均が3.2以上
●児童生徒の実態に応じた感染予防対策を行っている
と回答した保護者の平均が3.2以上

・家庭と連携し、児童生徒の健康状態の把握に努める。
・マチコミメール、保健だより、学年だより等で保護者への啓発
を行う。
・感染症予防対策について、児童生徒、職員への周知を図
る。
・日常生活や授業を通して、感染症予防の指導を行う。

A

・「お子様に合った感染症予防対策に努めている」と回答した保護者の平均
は3.5。「家庭と連携して生徒の健康状態を把握し、日常生活や授業等での
指導支援を通して、感染症予防に努めている」と回答した教職員の平均は
3.4。家庭と連携して感染症予防の取り組みが全体的にできている。
・後期も機会を捉えて家庭に情報発信、啓発を行って感染症予防の協力を
求めるとともに、日常からマスク着用、手指の清潔等の基本的な感染症予防
の意識が身に付くような指導支援を行う。

A

・「家庭と連携して感染症予防に努めている」と回答した教職員の平均は3.4
で前回と変わらなかったが、「お子様に合った感染症予防対策に努めてい
る」と回答した保護者の平均は3.6となり、0.1ポイント増加した。情報発信や
こまめに連絡を取り合うなど家庭と連携した取り組みができ、基本的な感染
症予防の習慣も次第に定着してきているようである。
・家庭との連携に加え、放課後等デイサービスとの連絡も密に取り合い、協
力し合って感染症予防の意識をさらに高めていく。

A

・今後も特性に応じ、可能な感染対策を続けていただきたい。放課後
等デイの事業所との連絡をお願いしたい。
・コロナウイルス感染症予防は、基本的にマスク、手洗い、うがいを徹
底し、学校と家庭が連携していってもらいたい。 （保健環境部）

●地域支援

●効果的な地域支援に向けた特別支援学校のセ
ンター的機能の充実

●「支援部だよりが役に立った」と回答した地域の学校
の平均が3.2以上
●「支援部だよりに掲載する教材教具等の資料を提供し
た」と回答した職員の平均が3.0以上

・各学部2名ずつ「支援部だより啓発チーム」を立ち上げ、職員
への啓発活動を行う。
・支援部だよりを年に2回発行し、後期にアンケートを実施す
る。
・各クラスから年に1度程度、掲載する資料提供してもらうよう
計画し、依頼する。

B

・センター的機能の充実に向けて「支援部だよりに掲載する教材教具等の資
料を提供した」と回答した職員の平均は2.8。
・支援部だよりの第１号は、小学部、中学部、高等部の17学級から提供され
た資料について掲載することができた。
・後期は第2号の発行を目指し、まだ掲載されていない学級の資料を中心
に、寄宿舎等での取り組みも含め情報発信を行う。

B

・センター的機能の充実に向けて「支援部だよりに掲載する教材教具等の資
料を提供した」と回答した職員の平均は2.9と0.1ポイント改善した。
・「支援部だより」が、特別支援教育の情報を得るための役に立ったと回答し
た地域の学校の評価が3.6。 A

・地元自治会とも協力していただきながら、学校支援ができればと思
います。
・地域連携は今後も重視し、いろいろな考えの案の材料になると思う
ので続けてほしい。
・地域の学校にも役立つ情報発信がされていると思います。今後も地
域の学校への支援をお願いしたい。

（教育支援部）

●業務改善・教職員の働き方改
革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限
を遵守する。
●「時間外自発時間の１月の平均時間を４５時間以内に
抑えた」と回答した職員の平均が3.3以上

・定時退勤日の厳守
・１７時以降の会議や打ち合わせの禁止
・週末や計画的な年次休暇取得の推進 A

・「毎週水曜日の定時退勤を守ったり、業務の効率化を図ることで１か月の時
間外勤務時間を45時間以内に抑えたりすることができた」と回答した職員の
平均は3.4。
・定時退勤日の徹底はできていないが、4～9月までの時間外自発勤務時間
の平均は16時間18分となり、昨年度の同時期より約１時間減少することがで
きた。

A

・「定時退勤日」及び「１か月の時間外勤務時間45時間以内」については大
体の職員が実践することができた。
・年休取得については、職員一人当たりの年間取得平均が１５．６日となり、
県目標の１４日をクリアすることができた。 A

・教職員の方が働きやすい職場づくりを進めていただきたい。
・もう少し年休の取得向上を希望します。

（管理職　教頭）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目 　

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○学校経営方針

○教育目標に即した教育の実践 ○「本校に入学させてよかった」と回答した保護者の平
均が3.5以上
（寄宿舎）
〇「寄宿舎に入舎させてよかった」と回答した保護者の
平均が3.0以上

・子どもや保護者の気持ちを受け止めて、子どもが今日の学
び・学校生活に満足し、明日の学び・学校生活を期待する教
育活動を設定する。 A

・「本校に入学させてよかった」と「寄宿舎へ入舎させてよかった」と回答した
保護者の平均が3.8。
・後期は、授業参観の機会を設け、学校での活動の様子を見てもらえるよう
にする。
・後期も保護者の思いに沿いながら継続した指導支援を行っていく。

A

・「本校に入学させてよかった」と「寄宿舎へ入舎させてよかった」と回答した
保護者の平均が3.8で前期と同数値だった。
・後期は、授業参観の機会を設け、学校での活動の様子を見てもらえること
ができた。
・子供が考える行事を一緒に計画し実現することが出来た。

A

・コロナ禍、活動の制限は多いと思うが、子どもたちがいろいろな体験
ができる機会を設定してほしい。
・子どもも職員も快適に過ごせるよう施設設備を整えてほしい。
・子供がこの学校に通うようになって本当に良かったと感じています。
・大和は最高です。

（管理職　副校長）

○教職員の専門性の向上

〇カリキュラムマネジメントによる教育課程の推進 ○「個々の子どもの学びをチームで考え、授業検討会を
実施した」と答えた職員の平均が3.2以上

・カリキュラム委員会を年5回開催し、小中高の各教科等の学
びが一貫した学びにつながるよう教育課程の編成に努める。
（寄宿舎）
・「寄宿舎でこんな生活を送りたい」「将来のために指導して欲
しいこと」など児童生徒や保護者の願いを聞きステップアップ
を図る。

B

・「私は、授業が良くなるようにチームで協力して授業づくりを行ったり、実施
後に授業検討会に参加したりした」と回答した職員の平均値は3.0。
・後期は今年度の研究テーマである「わかる」「楽しい」子どもの姿を研究部
を中心に考えていくことや、ＰＤＣＡチェックシートを話し合いのツールとして使
用しながら、検討会を実施できるように呼び掛けを行う。
・後期は児童生徒や保護者のニーズを確認し、指導支援を確実に行ってい
く。

B

・「私は、授業が良くなるようにチームで協力して授業づくりを行ったり、実施
後に授業検討会に参加したりした」と回答した職員の平均値は3.0で前期と
同数値。
・PDCAチェックシートについては、夏季研修で共通理解を図ったが、年度末
のアンケートで使い方が分からなかったという声もあった。次年度は、学部
ごとに授業改善シートを作成し、研究部員が中心となって話し合いを進めな
がら、引き続きチームよる授業改善を行っていく。

A

・PDCAを使い、具体的に対応してあり、結果がわかりやすい。

（教育研究部・各学部・
教務部）

○ICT活用教育

〇新型コロナ感染症対策を含めた、ICT機器を活
用した効果的な授業や支援の実施
〇ICT機器に関わる研修

〇「ICT機器やTeams等の機能を効果的に活用して授業
に取り組んだ」と回答した教職員の平均が3.1以上
〇「ICTに関わる研修を受講して、授業に生かすことがで
きた」と回答した教職員の平均が3.1以上

・電子黒板でTeamsのウェブ会議機能等を活用し、教育活動
の充実を図る。
・校内でICTに関わる研修を年1回以上参加したり、掲示板で
ICT利活用に関わる資料を閲覧したりする。 B

・「学校からの情報は、マチコミメール等で知ることができた」と回答した保護
者の平均が3.7。「私は、ICTに関わる研修を受講し、新型コロナ感染症対策
を含めた、ICT機器を利活用した授業作りに取り組んだ」と回答した職員の平
均が2.9。
・夏季休業中に職員を対象としたTeamsを授業に活用するための研修を実施
した。後期も継続してICT機器利用の仕方を紹介していく。

B

　・「学校からの情報は、マチコミメール等で知ることができた」と回答した保
護者の平均が3.7で前期と同数値。
・「私は、ICTに関わる研修を受講し、新型コロナ感染症対策を含めた、ICT
機器を利活用した授業作りに取り組んだ」と回答した職員の平均が2.9で前
期と同数値。今後も継続してTeamsを授業に活用するための研修を実施す
る。また、そのためのICT機器の環境整備に努めていく。

B

・感染対策以外でも視覚優位の子どもたちへの支援にもICTを活用で
きれば良いと思う。
・ICTを上手に活用し、子どもたちの興味をひく工夫がされていると思
う。
・様々な工夫をしていただいて感心する、
・一生懸命先生方のICT授業をされていて、すごくありがたいです。
・まだまだいろいろな情報が必要です。専門的に必要なことを保護者
様にも伝えていっていただきたい。

（情報教育部）

最終評価 学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・１１項目中A評価が６項目、B評価が５項目、C評価が０項目で昨年度より1項目A評定が少なくなった。課題を整理して次年度の改善策を検討していく必要がある。
・「教育目標に即した教育の実践」、「業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減減」、「いじめの早期発見、早期対応体制の充実」、「感染症拡大防止に係る取り組みの充実」については目標を達成することができた。
・「児童生徒一人一人のニーズに応じた指導・支援による確かな学力の定着」については、保護者からは子どもの様子が分かる評価になっているというアンケート結果が出た。次年度も３観点による学習評価に取り組み、担任間や各教科担当間で読み合わせや検討を充実し子どもの学びが分かる評価作成を目指していく。
・「新学習指導要領に示されている各教科等の目標や内容を踏まえた授業実践」については、次年度も引き続き「主体的・対話的で深い学びの視点をもった授業改善に取り組み、評価規準の考え方や作成方法について共通理解を図るようにする。
・「児童生徒、保護者のニーズに応じた進路指導の充実と社会生活を送るための力をつける教育の推進」については、進路研修会や進路だよりにより情報提供を行った。職員には、日々の授業の中で身に付けた力が将来の社会生活を送る力になるという意識を定着させていく。
・「児童生徒が夢や希望をもち、将来の自立と社会参加に向けて意欲的に取り組もうとするための教育活動」については、次年度も特別の教科　道徳を年間計画に沿って計画的に実施し、教材づくりを充実させていく。
・「効果的な地域支援に向けた特別支援学校のセンター的機能の充実」については、支援部だよりを年２回発行し地域の学校へ向けて学習に役立つ資料の情報提供を行ったり事後のアンケートを実施したりした。地域の学校の資料活用のニーズは高かった。今後は通常学級に在籍する自閉症や発達障害のある児童生徒への支援の充実を図っていく。
・「カリキュラムマネジメントによる教育課程の推進」については、年間5回のカリキュラム委員会を実施し、小中校の一貫した学びについて検討した。次年度の教育課程に反映していく。・「教育目標に即した教育の実践」、「業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減減」、「いじめの早期発見、早期対応体制の充実」、「感染症拡大防止に係る取り組みの充実」については目標を達成することがで
きた。

●学力の向上

●心の教育

主な担当者重点取組

具体的取組

中間評価

中間評価 最終評価 学校関係者評価

２　学校教育目標
「たくましく自立し、積極的に社会に参加する人間の育成」

・子ども一人一人のニーズに応じた最適な対応に努めることにより、子どもが自分の力を発揮しながら自立的・主体的に取り組む姿を実現し、将来の自立的・主体的な地域生活へつなげていく。

３　本年度の重点目標

①　新学習指導要領に対応した授業づくりをチームで行い、保護者に伝わる学習評価の充実に努める。

②　カリキュラムマネジメントを推進し、教育課程の改善を図る。

③　ICT機器の効果的な活用を図る。

④　業務改善等を行い、働き方改革を推進する。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者重点取組

具体的取組

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立大和特別支援学校

１　前年度

　　評価結果の概要

前年度は１2項目中A評価が7項目、B評価が5項目、C評価は無くなり大きく改善した。

・「児童生徒一人一人のニーズに応じた指導・支援による確かな学力の定着」「児童生徒、保護者のニーズに応じた進路指導の充実と社会生活を送るための力をつける教育の推進」「児童生徒が夢や希望をもち、将来の自立と社会参加に向けて意欲的に取り組もうとするための教育活動」「望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成」については改善したが、目標の

成果に達することができなかった。これらの評価項目については、引き続き改善を図っていく必要がある。


